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はじめに  多摩市の美しい自然環境を次世代に引き継ぐために 

 

 多摩市は都市機能を十分に備えながらも、豊かな緑に恵まれ

た自然環境を持つまちです。 

 市では、この貴重な自然環境を保全し、次世代につなげてい

くために、様々な環境に対する取組みを行っています。また、

自然環境の保全に対する取組みは市民のみなさんの協力なしに

は成り立ちません。みどりの保全やまちの美化、省エネやごみ

減量に至るまで、市内には、それぞれの分野で活動する市民団体があり、互いに連携しながら様々な取

組みを行っています。 

 平成 24 年度に、「多摩市みどりと環境基本計画」を策定し、「自然環境分野」、「生活環境分

野」、「地球環境分野」、「環境情報分野」の４つに分野を分けて取組みを進めています。 

 本書は、みどりと環境基本計画の目標の実現や、PDCA サイクルによる継続的改善に資するため、令

和５年度の取組みと市内部の自己評価結果を年次報告書としてとりまとめ、広く公表するものです。 
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多摩市の環境に対する取組の経緯と 

環境に関する取組みの計画について記載しています。 

第１章 

環境問題への取組み 
 



 

 

  



 

１．環境に関する取組みの経緯 

  多摩市は、計画的な開発により発展してきた経緯もあり、他のまちに比べ良好な環境に恵まれ、み

どりの多さは都内有数といえます。また、昔ながらの多摩の面影を残す雑木林や田畑、街道筋の風景

などの歴史文化を感じさせるものも残されています。 

  しかし、ごみ問題や生活環境問題など、地域の環境だけでなく、地球環境への配慮も含めた課題が

あるため、全市をあげた取組みが求められるようになっています。 

  これまで市では、環境への取組みの基本方針である基本計画を策定し、刻々と変化する環境問題へ

対応するため、随時見直しを行ってきました。また、令和２年６月には、多摩市と多摩市議会が共同

して「多摩市気候非常事態宣言」を行いました。 

 

〇多摩市みどりと環境基本計画と関連計画との体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．環境に関する取組みのためのプラン 

（１）多摩市みどりと環境基本計画 

  多摩市では、「環境の保全、回復及び創出に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及

び将来にわたって市民が健康で安全かつ快適な生活を営む上で必要とする良好な環境を確保すること」

を目的に、右に示す３つの基本理念を掲げ、平成 10 年に「多摩市環境基本条例」（以下「環境基本条

例」という。）を制定しました。 

  この環境基本条例の基本理念を実現していくための方針や方策等を具体的に展開した計画が、「多摩

市環境基本計画」（以下「環境基本計画」という。）であり、環境基本条例第８条に基づき策定してい

ます。 

  環境基本計画は、平成 13 年 12 月に策定してから 10 年が経過したことから、計画の達成状況や近

年における環境を取り巻く課題や市民意見等を踏まえ、市民、市民団体、事業者、市等が協働して取

り組む計画として、平成 24 年６月に策定しました。 

  その際、環境基本計画と関連性が深く、同時期に策定した「多摩市みどりの基本計画」との統合を

図り、「多摩市みどりと環境基本計画」（以下「みどりと環境基本計画」という。）として策定しました。 

  本書は、施策の進捗状況について、環境基本条例第７条の規定に基づき報告するものです。 

  令和５年度における施策の取組み状況の評価・点検の結果については、第２章及び第３章に記載し

ています。 

  次項以降では、みどりと環境基本計画の基本理念と目標をご紹介します。 

  計画の基本事項や取組み等の詳細については、「多摩市みどりと環境基本計画」の冊子などをご参照

ください。 

 

「多摩市みどりと環境基本計画」は市内各図書館、行政資料室、市公式ホームページで 

ご覧いただけます。 

  



 

（２）みどりと環境基本計画の基本理念と「めざす環境像」 

  環境基本条例に定めている、多摩市がめざす環境の考え方＝基本理念を、３つのＷＡ（わ）に置き

換え、「計画の基本理念」としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

環境基本条例の基本理念 

① 環境の保全等は、市民が健康で安全かつ快適な生活を営む上で必要とす

る良好な環境を確保し、これを将来の世代へ引き継いでいくことを目的と

して行わなければならない。 

   ⇒ 良好な環境の確保（健康、安全・快適）、継承 

② 環境の保全等は、人と自然とが共生し、環境への負荷の少ない持続的発

展が可能な社会を構築することを目的として、全てのものの積極的な取組

みと相互の協力によって行わなければならない。 

   ⇒ 自然との共生、循環、相互協力 

③ 地球環境の保全等は、すべての事業活動及び日常生活において推進され

なければならない。 

   ⇒ 身近なところからの行動 

みどりと環境基本計画の基本理念 

①調和（和
W A

のまちづくり） 

②循環（環
W A

のまちづくり） ③協働（輪
W A

のまちづくり） 

環境への負荷の少ない循環と調和を基調とした社会を 
みんなでともに創り継承していくこと 



 

 「計画の基本理念」をイメージ化したのが、多摩市がめざす環境像『循環と調和のまちみ

んなで創る多摩 －和（WA）と環（WA）と輪（WA）のまちづくり－』です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つたの葉は、本市の形をデザイン化しています。 

 

 

  



 

（３）計画期間 

  平成 13 年に 30 年後を展望して策定した環境基本計画の「環境像及び基本目標、長期目標」をもと

に、その実現に向けた第二次計画として、平成 24 年度から令和３年度の１０年間を計画期間と位置付

けています。 

  また、社会経済情勢や環境を取り巻く状況の変化、第５次多摩市総合計画基本計画の改訂等に対応

するため、５年ごとに見直しをすることとしています。 

  なお、令和４年度に計画の策定を行う予定でしたが、令和２年６月に行った多摩市気候非常事態宣

言を受け、まずは市民とともに、ライフスタイルの転換や、気候問題の解決に向けて協働の基盤を作

ることに注力するため、計画の策定を２年間延期することとしました。 

 

（４）計画の対象範囲 

  多摩市におけるみどりなどの自然環境分野、身近な暮らしの安全安心に関わる生活環境分野、地球

環境にも関わりのあるエネルギーや CO2 などの地球環境分野、環境にかかる教育や活動、情報の提供

に関する環境情報分野の４分野について、私たちを取り巻く環境全体を対象範囲とし、総合的に取り

組んでいます。 

 

   【自然環境分野】みどり、水辺環境、生物、歴史文化 など 

   【生活環境分野】公害、まち美化、景観 など 

   【地球環境分野】エネルギー、水循環、ごみ など 

   【環境情報分野】環境教育、環境学習、環境情報提供 など 

 



 

（５）計画の目標 

環境基本計画で設定した 30 年後を見据えた長期目標は、本計画の施策との関連性やわかり 

やすさに配慮し、以下のような４分野（カテゴリー）別に再整理しました。 

今後 20 年でめざす長期目標を以下のように設定しました。 

長期目標 
 

 本計画の施策との関連性や分かりやすさに配慮し、今後 20 年でめざす長期目標を以下の

ような 4 つの分野（カテゴリー）別に整理しました。 



 

 

  

短期目標 

計画期間の 10 年でめざすべき目標を「短期目標」とし、さらに、この短期目標をもと

に、実施する施策の方向性を「施策方針」として設定しました。 

短期目標や施策方針は、計画の進捗状況や効果を把握する管理指標の対象となるもので

す。 

 

 本計画期間の 10 年でめざすべき目標を「短期目標」として設定しました。この短期目標を

もとに、実施する施策の方向性を「施策方針」として設定しました。 

 短期目標や施策方針は、計画の進捗状況や効果を把握する管理指標の対象となるものです。 



 

３．協働による取組みの推進 

  多摩市では、高齢化が急速に進行しています。それに伴い、市税の減少や福祉関連経費の増加とと

もに、多摩ニュータウン事業で整備された高水準の都市基盤や公共施設の老朽化に伴う更新など、財

政面で大きな課題を抱えています。 

  こうした背景のなか、地域の多様なニーズや課題に対応した、環境に関するきめ細やかな施策を、

着実に具体化し持続的な地域づくりを進めていくためには、協働の視点が不可欠です。そのため、み

どりと環境基本計画では、施策を展開する前提として、市・市民（市民団体等）・事業者との協働を掲

げています。 

 

協働の取組みイメージ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 

令和５年度の 

取組み実績と評価（概要） 

令和５年度の取組み実績と 

その評価の概要を記載しています。 



 

  



 

１．４つの分野における主な取組み実績と評価の概要 

 
 
 
 

 

■令和５年度の主な取組評価 

 
●生物多様性の確保に関する取組みの推進 

（p.３０） 

 市民団体や企業、専門家、教育委員会など多様

な主体と連携し、市内の公園や河川をフィールド

にシリーズで「生物多様性セミナー」を実施しま

した。 

 また、令和５年度も、「多摩市いきもの季節観

測」や「多摩川野鳥ギャラリー」「多摩の自然ギャ

ラリー」など市民から生き物の情報を募集し、ホ

ームページ等に掲載する取組を行いました。 

 
●生産緑地地区の保全と活用（p.３４） 

 連光寺・若葉台里山保全地域内の市が取得した

農地にて、公園緑地課が経済観光課農政担当と共

同で、（仮称）連光寺六丁目農業公園の整備、開園

に向けた試験事業を実施するとともに、有識者と

関係する市民を入れた検討会を実施し、農業公園

の整備・活用・運営に関する方針の検討を進めま

した。また、農業公園市民サポーターの制度も本

格的に開始しました。 

 

●安全安心な暮らしと調和したみどりの構築 

（p.３９） 

 大栗橋公園の拡張部分を芝生広場とし、防災パ

ーゴラやかまどベンチ等を設置し、一時避難所や

防災に関する普及啓発の機能を付加して整備しま

した。 

 

自然環境分野 

■取組概要と主な指標の達成状況 

 
 多様な主体との連携を深めながら、生

き物の生息状況のデータの蓄積や公園の

防災機能の強化に取り組み、さらに、グ

リーンボランティア等の育成にも力を注

ぎ、自然と暮らしが調和した緑豊かな環

境の形成を図りました。 

●みどりが豊かと感じる市民の割合 
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生物多様性セミナー（乞田川の恵み） 

     かまどベンチ 

 
 
 
 
 
 

 防災パーゴラ 
 



 

 
 

■令和５年度の主な取組評価 

 

●公害の発生防止と迅速な対応（p.５４） 

 市民から騒音等の相談が寄せられた場合には、

迅速に現場を確認し、必要に応じて法令に基づく

指導を行いました。騒音等に関する相談件数は、

年々減少傾向にあり、指導や啓発といった取り組

みの成果が表れてきています。 

 

●生活環境の保全（p.５６） 

 本市の大気環境は改善されてきているものの、

光化学オキシダントについては、環境基準を達成

できていない状況です。全国的に達成率は低いも

のの、引き続き、Clear sky サポーター制度の周知

や夏季の VOC 排出削減の啓発活動を行っていきま

す。 

 

●まち美化の推進（p.５９） 

 春と秋にまち美化キャンペーンを実施し、駅周

辺だけでなく、乞田川沿いについても清掃活動を

行いました。 

 また、マイクロプラスチック問題について、市

民一人ひとりの意識啓発・具体的な行動につなげ

ていくことを目的に新たに啓発動画を制作しまし

た。 

 

 

 

 

 

生活環境分野 

■取組実績の概要と主な指標の達成状況 

 
 大気環境については光化学オキシダン

ト、河川水質については水素イオン濃度及

び大腸菌群数がいくつかの地点で環境基準

を超過していました。 

 まち美化の推進では、マイクロプラスチ

ック問題に関する動画を制作し、啓発活動

行うなど、安全で快適な生活環境の保持に

努めました。 

●ポイ捨てのないきれいなまちと感じる市民の割合 
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きれいな東京の空を取り戻すために、 

みんなで参加しましょう 

 

 

 
 

 Clear sky サポーターについて（東京都環境局） 
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/air/air_pollution/t
orikumi/clearsky/1.html 

 

 

マイクロプラスチック問題啓発動画 

 

https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=

kyiBIFJ4Jzc 



 

 
 

 

■令和５年度の主な取組評価 

 

●省エネルギーの推進（p.７６） 

 地球温暖化対策実行計画を改定し、新たな目標を

設定しました。また、夏の省エネルギー対策として

多摩市版クールシェアを実施しました。 

 省エネ家電買換促進補助事業として、省エネエア

コン及び冷蔵庫の買い換えを促し、家庭における

CO2 排出削減を行いました。 

 図書館本館にて２か月間にわたって企画展示を行

い、気候危機の共有に努めました。 

 
●再生可能エネルギーの推進（p.８１） 

 家庭向けの脱炭素化への取組みとして、住宅用創

エネルギー・省エネルギー機器等導入補助金を行

い、令和５年度太陽光発電システムの申請件数は、

令和４年度の 23 件から 58 件と大幅に増加しまし

た。 

 補助金を交付した市内の家庭の発電量は、平成

20 年度からの累計で 361 件・1,536.5kW とな

り、メガソーラー級となってきています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地球環境分野（エネルギー関係） 

■取組実績の概要と主な指標の達成状況 

 
 市内のエネルギー使用量は前年度より

増加しているものの、依然として基準時

より低い水準にあります。増加の要因は

事業者の新規開業によるものと推測され

ます。家庭におけるクリーンエネルギー

の導入促進や省エネルギー設備導入補助

を行い、CO2排出量削減に努めまし

た。 

●市内のエネルギー使用量 
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多摩市気候非常事態宣言(概要) 

 

気候変動は避けることのできない緊急事態（気候危機）。
気候危機を防ぐために、気候が危機的な状況にあることを全市
民と共有し、地球温暖化対策に積極的に取り組む。

＜取組みの目標＞
① 「気候危機」が迫っている事実を市民全員と共有し、2050
年までに二酸化炭素排出実質ゼロを目指します。

② 資源の有効活用を図り、使い捨てプラスチックの削減を推進
します。

③ 生物多様性の大切さを共有し、その基盤となる水とみどりの
保全を積極的に推進します。

 

 

 

市域での二酸化炭素（CO2）排出量の推移 

目標値：基準時より減らす 



 

 
 

 

■令和５年度の主な取組評価 

●ごみの発生抑制と減量の推進（p.７０） 

 ダンボールコンポストの使い方相談会（サロン）を

開催し、家庭から出る生ごみを堆肥化する生ごみ自家

処理の支援を行いました。また、普及に特に効果があ

ると考えられる花壇活動に取り組む団体等を対象に、

ダンボールコンポストの体験募集を行いました。 

 事業系ごみは、東京都と連携した大規模事業所への

立ち入調査等を実施し、一般廃棄物と産業廃棄物の資

源化の協力依頼と減量啓発を行いました。 

 

●生ごみのリサイクルの推進（p.７５） 

 非電動式生ごみ処理機器の補助金、ダンボールコン

ポストの使い方相談会（サロン）を実施し、生ごみ堆

肥化の取り組みへ支援を行いました。また、より多く

の市民へ生ごみ処理に取り組んでもらうきっかけとし

て、「生ごみ入れません！袋」の配布を補助金交付者

に配付しました。非電動式生ごみ処理機器の申請基

（個）数は 209 基、補助金額 185,600 円となり、

令和４年度の申請基（個）数 146 基、補助金額

175,000 円を大きく上回り、利用者が増加しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球環境分野（資源循環関係） 

■取組実績の概要と主な指標の達成状況 

 ●家庭からの 1 人 1 日あたりのごみ排出量の推移 
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ダンボちゃん講習会 

 家庭系ごみ排出量（市民 1 人１日あた

り）は 406.8ｇとなり、目標を達成できて

います。定期的に開催しているサロン（相

談会）の効果や分別、リサイクルに関する

周知・啓発の結果が表れてきている結果と

考えられます。ごみの減量啓発活動に取組

み、環境にやさしい暮らしの推進に努めま

した。 



 

 
 

■令和５年度の主な取組評価 

●地域と連携した環境教育の推進（p.９２） 

（１）ESD の推進 

 「ESD コンソーシアム」を実施し、地域や企業、大

学や行政機関と意見交換を行うとともに、連携・協働

しながら ESD の充実を図っていくことの確認を行う

ことができました。 

 令和５年度多摩市子どもみらい会議を実施し、各学

校の実践発表や市長部局の担当者との意見交換によ

り、小・中学校での連携や、多摩市のためにできるこ

とについて提言を行いました。 

 

（２）幼少期における環境学習の推進 

 市内の幼稚園、保育園では、野菜の体験栽培、昆虫

など身の回りの自然と触れ合う体験等を開催しまし

た。また、市内小学校の４年生等を対象に、資源循環

型社会の構築に向けた取り組みを学習し、プラスチッ

クごみや、食品廃棄物の削減についてＳＤＧｓを交

え、ごみ減量や発生抑制・再利用、リサイクル等の重

要性について、出前教室を実施しました。 

 

●人材の育成と体制づくり（p.９９） 

 市民団体（多摩市グリーンボランティア森木会）と

協働し、公園や緑地の雑木林等の管理に関わる指導者

養成のための｢多摩市グリーンボランティア講座（初

級）・（中級）｣を開催しました。また、「多摩市消費生

活フォーラム＆エコフェスタ 2023」では、暮らしや

環境に関する市民団体同士の連携が強化されるような

場を提供しました。 

 

 

 

 

 

環境情報分野 

■取組実績の概要と主な指標の達成状況 

 
 幼少期から継続して行う環境教育は、環

境問題を主体的に捉え、解決に取り組む知

識や価値観を身につけるためにとても大切

なことと考えています。このことから、各

種体験等を経験できる場の提供を増やし、

環境への理解促進と適切な情報提供に努め

ました。 

●子どもを対象とした環境に関する活動の実施回数 
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環境教育を推進する地域団体と連携 

 

 

 
身近な生きもの観察の様子 

 



 

２．取組み内容と評価について 

（１）４つの分野における施策方針と管理指標の関係性について 

   自然環境分野、生活環境分野、地球環境分野及び環境情報分野の４つの分野では、ま

ず「施策方針」を設定し、それぞれの「施策」、及び施策を進めるにあたっての「取組

み」を定めています。そして、計画期間における短期目標の達成度や施策の進捗状況を

管理するための「管理指標」を設定しています。 

 

自然環境分野

施策方針 管理指標

生活環境分野

施策方針 管理指標

地球環境分野

施策方針 管理指標

環境情報分野

施策方針 管理指標

※直接的な効果を把握

※間接的な効果を把握

②ユネスコスクール登録校の環境教育への取組みの
 　情報発信

Ｋ環境教育の推進と環境学習・環境活動の
　充実

Ｌ環境に関する情報発信の充実

③スーパーエコショップ認定店の数

④市内の二酸化炭素（ＣＯ２）排出量

⑤市内のエネルギー使用量

Ｇごみの減量と資源の有効利用

⑥雨水貯留槽設置件数

⑦ミニバス利用者数

Ｈエネルギーの有効利用

Ｉ良好な水循環の推進

Ｊ環境にやさしい交通の推進

①子どもを対象とした環境に関する活動の実施回数

⑤放置自転車台数

Ｆ美しく快適なまちの保持

①家庭系ごみ排出量

②再生利用率

Ｅ健康的で安全安心な暮らしの保持

①大気汚染にかかる環境基準適合率

②水質汚濁にかかる環境基準適合率

③地区計画の地区整備計画面積

④ポイ捨てのないきれいなまちと感じる市民の割合

Ｂ暮らしと調和したみどりの適切な育成管理

Ｃ身近なみどりの創出と公園緑地の再生

Ｄ歴史文化の保全と活用

Ａ生物多様性に配慮したまとまりあるみどり
　の保全

①みどり率

②みどりが豊かと感じる市民の割合

③みどりの維持管理活動に参加したことのある市民の
　 割合

④更新が必要な公園緑地の施設更新達成率

⑤地域の歴史文化活動に参加したことのある市民の
　 割合



 

（２）施策における各取組み項目評価一覧 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 



 

 
 

評価別項目数の合計 

 

注）令和２年度から令和４年度については、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響を受けた項目があり、取組み項目

数は令和５年度と一致しません。 

 

 

R1 R2 R3 R4 R5 R1 R2 R3 R4 R5 R1 R2 R3 R4 R5

39 23 27 27 30 34 31 31 40 43 0 0 0 0 0

自然環境 13 8 10 10 11 20 19 16 20 22 0 0 0 0 0
生活環境 5 2 4 3 3 4 4 4 5 6 0 0 0 0 0
地球環境 11 10 8 9 10 7 5 8 8 8 0 0 0 0 0
環境情報 10 3 5 5 6 3 3 3 7 7 0 0 0 0 0

取組み項目数

前進

73
取組み内容の評価

変化なし 後退



 

（３）短期目標達成度及び施策の進捗状況管理指標一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（※1）みどり率の基準値は平成 21 年度の数値。調査は不定期に実施しているため、令和 2 年度、3 年度、

4 年度、５年度の数値はない。なお、基準値には、都立公園の都市計画決定面積が含まれていたため、

これを除き改めて算出した値を使用している。実績値についても同様の算出方法である。 

（※2）世論調査の結果を元に算出しているため、令和 2 年度、令和 4 年度の数値はない。 

（※3）環境基準が改正されたことにより、令和 4 年 6 月より「大腸菌群数」から「大腸菌数」に変更して評

価を行っている。 

（※4）データの取得はイベント時等においてアンケートにより実施しているが、新型コロナウイルス感染症

の影響でイベント等を開催することができず、有効な票数を獲得することができなかったため、数値は

存在しない。 

（※5）出典元のデータ公表タイミングの関係で、基準値は平成 21 年度、R５は令和３年度の値を記載して

いる。 

 

評価別項目数の合計 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

R1 R2 R3 R4 R5 R1 R2 R3 R4 R5 R1 R2 R3 R4 R5 R1 R2 R3 R4 R5

2 3 3 3 3 5 4 11 8 5 6 5 3 4 3 7 7 2 4 8

自然環境 1 2 2 2 1 3 0 3 2 2 2 3 0 1 0 0 0 0 0 2
生活環境 0 0 0 0 0 1 2 2 1 1 3 2 3 3 2 1 1 0 1 2
地球環境 0 0 0 0 1 1 2 5 4 1 0 0 0 0 1 6 5 2 3 4
環境情報 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0

管理指標数
19

目標に対する進捗評価

目標達成 前進 変化なし 後退



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


